
  

今年度最後の発行となりました。６５号から６８号まで

4 回の発行でしたが，発行に当たりご協力いただいた市町

村の方々，ありがとうございました。 

各 地 区 か ら の お た よ り     

 今 回 の 原 稿 は 

① 徳之島町 

② 今年度定年退職される2名の先生 

③ 新規採用者の声           です。 

年度末のお忙しい中、ご寄稿くださりありがとうござい

ました。次号は、来年度6月発行予定です。市町村の研修

会での様子，様々な取り組み，写真，趣味の原稿等お待ち

しております。 

 

徳 之 島 町 事 務 職 員 部 会 

     井 之 川 中 学 校 宮 後 公 治 

こんにちは。徳之島町事務職員部会です。徳之島町の

事務職員数は2017年4月より１名減となり9名で活動

しています。支援室は地理的条件により南北に分かれ2

つの支援室で業務を行っています。町独自の研修会は年

8 回，徳之島町三町での研修会も年 3 回開催していま

す。 

町の研修会では研修テーマを設定し，「保護者負担軽減」

「学校財務既定の制定」「就学援助事務の改善」「業務

改善」を柱とした研修を行っています。また，研修テー

マに沿った内容で毎年研修視察も実施しており，今年は

1月17日に鹿児島市第14支援室，南九州市川辺ブロッ

クを訪問し研修をさせていただきました。 

各市町の財政状況による地域間の格差や，教育委員会等

の人的配置による支援体制等の相違はありますが，子ど

もたちの学習権を保障するための取組等を学ぶことが

でき充実した研修視察を実施することができました。今

後も「学校事務職員」としての資質向上を目指し，研修

を深めていきたいと思います。 

 

 

≪研修視察の様子≫１

 

≪研修視察の様子≫２ 

～今年度，定年退職を迎えられる 

  お二人の先生方からメッセージが届きました～ 

退 職 に あ た っ て 

早 町 小 学 校  岡 部 信 也 

３７年、長くて、短く感じた事務職員生活。 

自分は、曽於地区の準へき地蓬原小学校を皮切りに甑

島の里中学校や奄美大島地区の今里中・早町小学校、

姶良地区の山奥の漆小学校など地方の学校を回ってき

ました。少しは地方や小規模の学校の教育活動に貢献

して来たかなと思っています。 

そして、何事も楽しむことを心情として生活していま

す。仕事も楽しんでやりたいと思っています。仕事がキ

ツイ、嫌だなと思ってやっているよりも、キツイ仕事で

もその中に何かしらの楽しみを見つけ出し、楽しんで仕

事をする事によって、仕事のきつさが少なくなったり、

良い仕事ができれば儲けものだと思います。 
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人事異動で行った地域に住み、地域の行事に積極的に

参加し、その地域の行事や自然を堪能し、地域や行事を

楽しみ、学校の保護者や地域の方々と知り合い、人を楽

しみながら生活できればより幸せな生活が出来ると思

います。 

 20年後は ICTの技術は加速度的に進み，2045年まで

には AI が人間の知能を超えるシンギエラリテイ（技術

的特異点）に到達すると言われています。 

 2015年 12月に英・オックスフォード大学の A・オズ

ボーン准教授と（株）野村総合研究所の共同研究により

発表された「601種の職業ごとに，コンピューター技術

による代替確率を試算」という調査データから，女性セ

ブン誌（2018年6月22日号）には，無くなる職業・残

る職業ランキング」で学校事務は，無くなる職業ランキ

ング6位（向串4位）であることが掲載されています。 

 ３７年間やって来たこの学校事務が、20年後にはなく

なってしまうかもしれないと思うと非常に悲しい事実

だと思います。 

無くなる仕事は単純で繰り返し作業，逆に生き残る職

業とは，対人間に関する仕事・創造的知性が必要な仕事

であることがいえます。 

 アウトソーシングや AI 化は私たちが望む望まないに

かかわらず，今後，段階的に導入されることと思います。

これからは、アウトソーシングや AI 化と共存し効率化

を図り，余った時間を付加価値の高い業務ができるよう

にしなければならないそうです。 

 明るい事務職員の未来を作るために、事務職員として

の考え方や行動の仕方を考え直して、20年後も事務職員

という仕事が存在していて欲しいものだと思います。 

 若い皆さん、現在は事務の仕事の過渡期です。皆さん

の頑張りしだいで学校事務という職業が生き残ってい

けるかもしれません。学校事務の未来は皆さんの双肩に

かかっています。 

 

定 年 退 職 し ま す       

        亀 津 小 学 校   戸 越 和 吉 

  私が学校事務職員になって, 今年で４２年目になり

ます。高校卒業後, 何も分からない状態で新採として種

子島の高校に採用されました。生徒数は８００人を超え

る大規模校で, 事務職員も５人いました。当時は電卓も

パソコンも無い時代で, ソロバンで計算をしていまし

た

 

現在給与支給内訳書は電算処理されて送付されますが, 

当時は事務職員が計算して手作りの給与支給明細書を

職員へ渡していました。授業料の徴収も口座引き落とし

の制度もなく, すべて窓口徴収でした。土曜日・日曜日

には日直を置かなければならず, 若い職員が勤務して

いました。２校目は現在の日置市の高校です。この学校

には校内食堂があり, 昼食ではお世話になりました。３

校目は鹿児島市にある定時制の高校で, 働きながら学

ぶ生徒が夜学校に来て授業を受けていました。職員は昼

出勤して, 夜帰るという勤務体制でした。事務室には全

日制・中間定時制・夜間定時制・通信制の４課程の事務

職員が１つの部屋に同居していました。４校目は養護学

校で職員数が１００人を超えていました。異動者が多い

時は３０人位いて, ４月の異動書類の処理が大変だっ

た事を覚えています。特別支援教育就学奨励費も小学

部・中学部・高等部全員に支給していました。委託契約

ではスクールバスが５台いたので入札業務が大変でし

た。また, 校舎の増築工事があり業者との打ち合わせを

したことを覚えています。５校目は現在の姶良市にある

小学校です。はじめての義務制の学校で, 仕事内容も変

わりました。６校目は天城町の小学校です。兼務校も有

りました。この学校では新校舎建設があり, 会計として

寄付金の徴収や遊具等の施設を整備しました。平成２５

年９月１日から共同実施が始まり天城町事務職員６人

で活動しました。７校目は徳之島町の小学校です。共同

実施は南ブロックで事務職員６人を３年間経験し, そ

の後組織再編をして事務職員３人で活動することにな

りました。徳之島では三町事務職員会という情報交換の

出来る場もありました。以上, 私の経歴を書いてみまし

た。  室長として６年７ヶ月やってきましたが, 責任の

ある立場で認定をする時には誤りの無いように慎重に

処理してきました。小学校・高等学校・養護学校を経験

しましたが, その時の仕事をちゃんとしていれば後に

繋がって行くし, 仕事で大変な思いをすれば次の学校

では大変だと感じなくなる。入院したこともありました

が, 他の学校の事務職員に支えられ, 今日まで過ごす

ことができました。ありがとうございました。 

 

お二人の先生方，長い間，お疲れさまでした。熱い思いが伝わってきました。 

 お二人の新しい始まりが，ステキなものになるようお祈りします。 

 これからも，大事協のことも見守っていただけたらと思います。 

 



 

 

新採からの２年間を振り返って 

                 花徳小学校 玉利 優実 

 花徳小学校に赴任してから、2度目の3学期を迎え

ました。また異動関係で忙しくなるなと思いつつ、昨

年度とは異なり冷静に受け止められている自分に驚

きも覚えます。 

 思い返すと、赴任したばかりの頃は何が分からない

のかが分からず、日々の業務をこなすだけで精一杯で

した。そのようななかで何度も直接、あるいは電話で

指導してくださった支援室の先生方、前任の先生には

感謝の気持ちでいっぱいです。 

 最初は緊張していた学校も、少しずつ子どもたちと

話すようになり、今では毎日お絵かきやサッカー談議

を楽しんでいます。明るく素直な子どもたちに元気を

もらいつつ、事務職員として彼らに何をしてあげられ

るのか模索する日々ですが、来年度はこれまで以上に

子どもたち、また先生方のためになることを見つけて

実践していけたらと思います。 

 至らない点が多く、皆様にご迷惑をおかけすること

も多々あるかと思いますが、今後ともよろしくお願い

いたします。 

採用から１年を振り返って 

城ケ丘中学校     新福 竜弥 

  新規採用で沖永良部島の城ケ丘中学校に赴任して

から1年が経とうとしています。昨年の4月、何も分

からなくて戸惑うばかりだった自分が、今なおここで

お仕事を続けられているのは、支援室の先生方を始め

とする周りの優しい方々のお陰です。大変感謝してお

ります。 

 城ケ丘中の生徒は、少し大人しい子が多いですが、

学校内外を問わず、立ち止まってこちらを向いて挨拶

をしてくれます。なかなかそんな中学生は見ないので

驚きました。すごいです。そして、城中の先生方は皆

さんとても生徒思いで、毎日熱く指導されています。

そんな生徒と先生方のために、少しでも貢献できれば

なという思いで、日々の業務に取り組んでいます。 

  新規採用という未熟な身ではありますが、学校事務

について知識が乏しいからこそ、先入観無しで業務を

見つめることもでき、これが新規採用者に期待される

面ではないかとも考えます。業務を学んでいく上で、

「（学校のために）本当にそれでいいのか？」という

疑問を持つ姿勢で、私自身の教育事務への考え方を高

めていきたいです。 

 

 

【 第 3 回 理 事 会  報 告 】 

 

 ２月１４日に令和元年度第３回理事会が開催されまし

た。今年度の活動経過報告，本年度会計決算見込報告，来

年度役員体制について，および来年度予算概案等について

協議をしました。 

 予算（案）について，来年度は 

・会議費を１，０００円アップ 

・地区活動費を全員２，０００円アップ   

②    ・現状報告会総代会出席分（副会長）旅費予算化 

③   ・交流会等補助金を５００円アップ 

理事会日程について，来年度は 

１回目 ６月４日 

    （6/5地区事務研終了後総会16時05分～） 

２回目 １０月２７日 

    （10/28地区事務研研究事例発表14時30分～） 

３回目 ２月１２日 

     (市町村担当者連絡会  /  理事・総務課懇親会） 

 地区事務研研究事例発表担当について，来年度は 

１．発表  西部・瀬戸内 

２．司会  天城・徳之島 

３．記録  大和・宇検 

 大事協だよりについて，６９号は 

原稿担当市町村は，龍郷町・喜界町 

編集担当は知名町 

新規採用者からの原稿も依頼いたします。 

原稿等のご準備お願いします。 

県事協だより[大島地区紹介]の原稿作成は 

 沖永良部・与論に原稿の担当をお願いします。 

現状報告会について，来年度は 

 ８月７日（金）（山の日の前日の平常日） 

 大島地区参加枠 １５人  

令和４年度は大島地区が報告を担当する予定です。 

 

【 新理事の方へ 】 

市町村ブロック事務職員会組織表と共同実施計画表を

４月１７日までに、書記へメールしてください。 

   

 新年度を迎えるにあたって，理事が変わる市町村につき

ましては，旧理事と新理事で次年度への引継ぎをきちんと

しておいてください。 

 


